
平成21年7月28日開催血液事業部会運営委員会提出資料  

新型インフルエンザ（A／HINl）の国内発生に係る対応について  

○ 先般、国内において新型インフルエンザの発生が確認されたことを受け、新型イ   

ンフルエンザ患者等からの採血の見合わせ及び献血後に新型インフルエンザを発症   

した場合の対応等※1を、並びに、献血受け入れ体制確保及び医療機関への適正   

使用の要請等※2について日本赤十字社血液事業本部及び都道府県あて通知し   

たところ。  

※1「新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安全性確保について」（平成21年5  

月18日付け厚生労働省医薬食品局血液対策課長通知）  

※2「新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安定供給確保について」（平成21  

年5月21日付け厚生労働省医薬食品局血液対策課長通知）   



薬食血発0518001号  
平成21年5月18日  

日本赤十字社血液事業本部長 殿  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安全性確保について   

新型インフルエンザの国内発生例が報告されたことを受け、貴職におかれま  

しては血液製剤の安全性確保の観点から下記の通り対応をお願いします。  

記  

1 献血希望者の発熱等の症状の有無の確認を一層徹底すること。また、「ウ  

エストナイルウイルス等の輸入感染症対策に係る採血禁止期間の変更につい  

て」（平成16年7月13日、薬食発第0713008号）により通知した海外渡航歴の  

ある者の取扱いについても引き続き徹底されたい。  

2 献血希望者が新型インフルエンザに雁患の疑いのある患者（季節性インフ  

ルエンザを除く。）と7日以内に濃厚な接触があったことを申告した場合には、   

当該献血者に発熱等の症状がなくとも採血を行わないこと。  

3 献血を行った者が、献血後7日以内に新型インフルエンザ患者又は新型イ   

ンフルエンザに罷患の疑いのある患者（季節性インフルエンザを除く。）と  

なった場合には、直ちに献血を行った赤十字血液センターに対し、献血を行   

った事実を伝えるよう、採血当日に献血者に周知すること。  

4 採血した血液が、献血を行った者又は医療関係者等からの献血後情報によ   

り新型インフルエンザに罷患している者の献血によるものと判明した場合、   

当該血液を血液製剤の原料としないこと。   

また、当該血液を原料とする血液製剤が既に医療機関に供給されていた場  
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合は、当該医療機関に対して遅滞なく当該献血後情報を提供するとともに、  

未使用の場合には当該製剤を回収すること。  
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薬食血発第0518002号  

平成21年5月18日  

都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安全性確保について   

新型インフルエンザの国内発生例が報告されたことを受け、別添のとおり日  

本赤十字社血液事業本部長あて通知しました。貴職におかれましても、その趣  

旨を御了知いただきますようお願いいたします。  
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薬食血発第0521002号  

平成21年5月21日  

都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安定供給確保について   

先般、国内において新型インフルエンザの発生が確認されたことを受け、「新型インフ  

ルエンザの国内発生に係る血液製剤の安全性確保について」（平成21年5月18日付け  

薬食血発第0518001号厚生労働省医薬食品局血液対策課長通知）により、新型インフルエン  

ザ患者等からの採血の見合わせ及び献血後の新型インフルエンザ発症時の対応等を日本赤  

十字社血液事業本部長あてお願いしているところである。   

今般の兵庫県及び大阪府赤十字血液センターの献血確保量に関する調査結果を受け、日  

本赤十字社血液事業本部長あて通知（別添1）したところである。調査結果（別添2）に  

よると、特に移動採血の実績に影響が見られることから、血液製剤の供給が滞ることのな  

いよう、貴職におかれても、貴管下市町村及び日本赤十字社血液センターと連携を図りつ  

つ、下記の方策について特段の御配慮をお願いする。  

記   

（1）献血者及び献血実施場所の確保を図り、献血受入体制に万全を期すること。   

（2）医療機関に対して、血液製剤の適正使用を要請すること。  
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別添1  

薬食血発第0521001号  

平成21年5月21日  

日本赤十字社血液事業本部長 殿  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

新型インフルエンザの国内発生に係る血液製剤の安定供給確保について   

先般、国内において新型インフルエンザの発生が確認されたことを受け、「新型インフ  

ルエンザの国内発生に係る凪液製剤の安全性確保について」（平成21年5月18日付け  

薬食血発第0518001号厚生労働省医薬食品局血液対策課長通知）により、新型インフルエン  

ザ患者等からの採血の見合わせ及び献血後の新型インフルエンザ発症時の対応等をお願い  

しているところである。   

今般の兵庫県及び大阪府赤十字血液センターの献血確保量に関する調査結果を受け、貴  

社血液事業本部に設置されている新型インフルエンザ対策本部において、血液製剤の供給  

が滞ることのないよう下記の方策を実施すること。なお、これらの方策については、貴管  

下各血液センターと十分に連携を図り、その実施に遺漏なきを期するとともに、その実施  

状況について随時報告されたい。  

記   

（1）都道府県、市町村等に対して、献血者及び献血実施場所の確保について支援を依頼  

し、献血受入体制に万全を期すること。   

（2）血液製剤の安定供給を維持するため、採血、供給、在庫の状況を迅速に把握し、血  

液製剤の供給に不足をきたすことのないよう全国の血液センター間での融通を図  

るなど適切な対応に努めること。   

（3）医療機関に対して、血液製剤の適正使用を要請すること。  
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新型インフルエンザ惑染着発生に伴う献血状況  

兵慮興赤十字血液センター  単位人  

5月16日（土）  5月17日（日）  5月18日（月）  5月19日（火）  5月20日（水）  音†  
施設名  種別  

当初計酉  実績  蓋井  ％  当初吉十善  実♯  蓋異  ％  当初計竜  実績  差異  ％  当初計舌  実績  ま異  ％  当初計曹  業績  差井  ％  当初吾十善  実績  差異  ％   

200mL   8  10   2  125．OI  10   3  －7  30．0，も   7   9   2  128，硝   7   7   0  100．OIi   6  12   6  200．0％  38  41   3  107．9％  

400nl」   128  87  －41  ●エl．1  152  88  －86  4ユ．4％    38  一丁3  34．ヱ％    ㊦3  －48  5も8％  100  127  27  127．0％  602  38l  －2ヱl  63．3％  

そう‾l：－  g4  94   0  100，肪  95  75  －20  78．9l  81  59  －22  72．8，も  81  5丁  －24  70、4％  68  88  2ヱ  1333％  41丁  373  －44  89．4％  

PPP   117  9ユ  －24  79．5l  98  55  －43  58．†％  87  48  －11  529％  88  55  －33  62．5Iら  89  57  －12  82．鍋  459  306  －153  66一門i  

計   34丁  之糾  1氾  8l，8■  訳路  199  －1馳  ！絡．1l  28¢  152  －1封  さ3．1t  28了  18之  －105  」，ヰヽ  之－＝  28l  13  11丁月l  1．5沌  1．1（】l  一115  丁2劇   

200mL   26  18  －8  892Ii   5   9   4  180（織  20    －9  550％  31   19  

移動採血  298   

計   Zユ1  亭ユ7   8  l悦郎  Zlヰ  lコヱ  「9ユ  5丁膿  ヱ52  128  ーほ亭   弧鱒  381  315  →lO   8TJl   315  18l  一131  58Jl  1．ユ73  800  －573  58ユl   

※太枠は、兵書■内で感染者が書認された日以降を示す  

大阪府赤十字血液センター  単位人  

5月16日（土）  5月17日（日）  5月柑日（月）  5月19日（火）  5月ヱ0日（水）  計  
施設名  種別  

当初計藷  業績  差異  ％  当初計考  業績  差異  ％  当初計琶  実績  差異  ％  当初計育  実績  差異  ％  当初計竜  実績  差■  〔沌  当初言十再  実績  差異  ％   

200mL   9   5  －4  55．鍋  12   109．1l   6   8   2  133．3鶉   8   3  －5  37．5）ら   9 ll1 2  122ヱ％  4こ）  39  －4  90．7％  

400mし   178  157  －21  88－2Ii  239  210  －29  87．9％  155  沌2   104．5％  19ヱ  175    91．1％  184  219  35  119．0％  948  923  －25  97．硝  

固定絶技  187  168  －19  89．8l  139  178  39  1281％  96  99   3  103．1％  143  142    99．3％  143  158  13  109．1％  708  743  35  104．9％  

PPP   180  229  43  1231I  209  135  －74  84．＄％  128  84  －44  85．8％  182    －51  8a．51  川4  123  －2†  85．4％  829  682  －147  82、3）も  

雷十   5郁  559    89月l  598  535  ー03  80，5l  朋烙  353  j2  別．乃  ∝椅  13l  ーTl  肪鱒  4抑    29  100劇  乙528  乙387  －11＝  91Jl   

200mし   1Z  28   14  21671  29  55  2¢  189．71  Z9  12  －17  41．4l  30  36   8  120．0ヽ  30  ヰ1   5  113．9％  138  170  34  125，0％  

移tl採血                                                     400mL   349  33こl  －1¢  95，4㌔  888  488  －220  88．0ヽ  ¢31  487  －144  77．2策  538  419  －1†9  77．9％  649  774  1ヱ5  119．3％  Z、855  之．481  －374  88、9≠  

計   38l  359  －2  ！怜．4l  T17  523  －19l  丁乙9l  000  l的  －1引  75．8t  588  ヰ55  －113  ′00，1l  085  815  130  1柑」叩  乙！柑l  乙851  ーユヰ0  88βl   

－、J  

※太枠は、大阪府内で感染者が湿された日以降を示す   
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尻本葬十手棚  
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● 献血ルームにおける新型インフルエンザ発生から1週間（5／16－22）の献血状況   

PC（血小板）成分献血は、有効期間の短い血小板製剤の安定供給を図るために優先的に確保したことから、ほぼ当初計画どおりの献血   

実績となっている。また、可能な限り全血献血確保にも努めたことから、一時的にPPP（血祭）成分献血に減少がみられたが、5／21付  

の国から発出された通知以降、関係自治休等も連携しながらその確保を行うことができた。  
● 移動採血での新型インフルエンザ発生から4日間（5／16－19）の献血状況   

全血献血は、大学等の休校や事業所等の協力延期等により、特に発生から4日間（5／16－19）で当初計画の75％となったことから、全国   

的需給調整（2，000∪）により、適正在庫を維持することができた。  

● 新型インフルエンザ発生当初以降、発生地域を有する血液センターにおける日々の献血状況は、毎日、厚生労働省へ報告している。   
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β．事赤十字放慮疲事業本ガ  

新型インフルエンザ国内発生当初の献血状況  

（兵庫・大阪）  
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● 献血ルームにおける新型インフルエンザ発生から1週間（5／16－22）の献血状況  

PC（血小板）成分献血は、有効期間の短い血小板製剤の安定供給を図るために優先的に確保したことからこほぼ当初計画どおりの献血  

実績となっている。また、可能な限り全血献血確保にも努めたことから、一時的にPPP（血渠）成分献血に減少がみられたが、5／21付  

の国から発出された通知以降、関係自治体等も連携しながらその確保を行うことができた。  
● 移動採血での新型インフルエンザ発生から4日間（5／16－19）の献血状況   

全血献血は、大学等の休校や事業所等の協力延期等により、特に発生から4日間（5／16－19）で当初計画の△710人となったことから、  

全国的需給調整（2，000∪）により、適正在庫を維持することができた。  

● 新型インフルエンザ発生当初以降、発生地域を有する血液センターにおける日々の献血状況は、毎日、厚生労働省へ報告している。   
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庁≠赤十手棚  

新型インフルエンザ国内発生以降の献血状況（対当初計画比）  

（発生都道府県）  
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● 新型インフルエンザ発生当初以降、発生地域を有する血液センターにおける日々の献血状況は、毎日、厚生労働省へ報告している。   




